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1 いじめの防止等に関する基本的な考え方 

（本校のいじめ防止に関する基本的な姿勢） 

いじめは、いじめを受けた生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格

の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあ

るものです。 

したがって本校では、全校生徒が安心して学習活動その他の活動に取り組めるように、いじめ問題へ

の対応を学校における最重要課題の一つと考えます。一小一中・小規模校の利点を生かし、互いの良

さを認め合い、互いの絆を強めることに努めます。すべての生徒がいじめを行わず、ほかの生徒に対

して行われるいじめを認識しながら放置することが無いよう、いじめの未然防止・早期発見のための

対策を行います。 

また、家庭や地域、関係機関との連携を大事にし、生徒が多くの人々と関わり、多くの目で見守られ

るよう学校を中心としたコミュニティー作りに努めます。 

 

（いじめ根絶への姿勢） 

・本校生徒は、いじめを行ってはいけません。 

・本校生徒は、いじめの事実を知った時、速やかに教職員または誰か大人に知らせます。 

・本校生徒は、いじめ根絶に向けて取り組みます。 

・本校生徒は、思いやりの心を大切にします。 

 

２ いじめの防止等に関する内容 

（１）いじめの未然防止のための取組み 

・生徒の豊かな情操と道徳心を培い、心の通うコミュニケーション能力の素地を養うため、すべての

教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図ります。 

・学校行事、ボランティア活動、地域行事への参加等を通して保護者並びに地域住民その他の関係者

との連携を深め、地域で生徒を見守る体制づくりに努めます。 

・いじめは決して許されないという共通認識に立ち、全職員がいじめの態様や特質等について校内研

修や職員会議を通して共通理解を図り、組織的に対応します。 

・教職員は自らの言動が、生徒のいじめを助長することのないよう細心の注意を払って指導に取り組

みます。 

 

（２）いじめの早期発見のための取組み 

・いじめを早期に発見するため、在籍する生徒に対する定期的な調査を次のとおり実施します。 

①生徒対象いじめアンケート調査 年３回（７月、11 月、２月…３年は１月） 

②生活アンケートと学級担任等による教育相談 年２回 （5 月、11 月） 

③連続する欠席については、いじめを想定した対応をします。 



・生徒及び保護者がいじめに係る相談を行えるよう、相談体制を整えます。 

①スクールカウンセラーの活用 

②心の教育相談員の活用 

③スクールバディの育成及び活用 

④他機関の紹介と連携 

 

（３）いじめの早期解決のための取組み 

・いじめの事実が確認された場合は、いじめをやめさせ、その再発を防止するため、いじめを受けた

生徒・保護者に対する支援と、いじめを行った生徒への指導とその保護者への助言を継続的に行いま

す。 

・いじめを受けた生徒が安心して学習するために、保護者と連携しながら、いじめた生徒に対し継続

的な指導を行います。 

・いじめを見ていた生徒等にも、誰かに知らせる勇気を持つよう指導します。 

・犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、市教育委員会及び茅ヶ崎警察署等と連携して

対処します。 

 

（４）インターネット上のいじめへの対応 

・発信された情報が急速に広がってしまうことなどの特性をふまえて、インターネットを通じて行わ

れるいじめ防止に努めます。 

・インターネット上のいじめに係る書き込みについては、速やかに削除するような対応を取るよう保

護者に促します。 

・生徒及び保護者が効果的に対処できるように、情報モラル研修会等必要な啓発活動を行います。 

 

３ 「いじめ対策会議」の設置 

いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処等に関する措置を実効的に行うため、「いじ

め対策会議」を設置し、４ヶ月に 1 回（６･１０･２月）開催します。 

いじめと疑われる相談・通報があった場合には、会議を緊急開催します。 

（１）「いじめ対策会議」の構成（緊急時には、いじめ対策拡大会議を招集） 

管理職、学年リーダー、分掌グループリーダー 

緊急時に加わる拡大会議構成員 

生徒指導担当、教育相談コーディネーター、特別支援担当、養護教諭 

※検討事項や事案内容に応じて依頼可能な第三者の参加を柔軟に検討し、校長が任命します。 

（２）活動内容 

・いじめ防止等の取組内容の検討、基本方針・年間計画作成・実行・検証・修正 

・いじめに関する相談・通報への対応 

・いじめの判断と情報収集 

・いじめ事案への対応検討・決定 

・いじめ事案の報告 



４ 重大事態への対処 

いじめにより、生徒の生命・心身又は財産に重大な被害が生じた場合や、相当の期間（概ね３０日。

但し、連続して欠席している場合は、上記の目安にかかわらず。）学校を欠席することを余儀なくさ

れている等の疑いがある場合は、市教育委員会を通じて市長及び湘南三浦教育事務所へ報告し、県教

育委員会とも協議の上、「いじめ緊急調査会」を設置し、迅速に調査に着手します。 

 

（１）「いじめ緊急調査会」の構成 

・管理職、学年リーダー、分掌グループリーダー、生徒指導担当 

※事案内容により構成員については県教育委員会と検討し、校長が任命します。 

※構成員については、専門的知識及び経験を有する者等の第三者の参加を図り、当該調査の公平性･

中立性を確保するよう努めます。 

 

（２）活動内容 

・発生した重大事態のいじめ事案に関する調査 

・調査によって明らかになった事実関係について、いじめを受けた生徒やその保護者に対して、適

時・適切な方法での提供・説明 

・茅ヶ崎市教育委員会への調査結果報告 

・調査結果の説明について、いじめを受けた生徒又はその保護者が希望する場合は、 

所見をまとめた文書を添えて、調査結果の報告を提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いじめアンケート後の対応マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめアンケートの実施 

☆年３回＝７月・１１月・２月（３年は１月初め） 

・無記名で行う。 

・「いじめについて気になることや感じていること」については全員に記入させ、 いじめについ

て書いている生徒が不自然にならないよう配慮する。 

・担任は、アンケートを裏向きに伏せさせ、順番がわかるように、机間を歩きながら一人一人回

収する。 

・速やかに誰のアンケートかわかるように、鉛筆でアンケートの隅に氏名、もしくは出席番号等

を記入する。 

 

担任がチェック 

「自分のことについて」、「ある」、「周りの人のことについて」「いる」と書いた生徒がいたときは、

次の手順で対応する。 

手順① 「ある」「いる」生徒のアンケートに付箋を貼るなどわかるようにし、学年主任に渡す。 

（期限：アンケート実施日のうちに） 

手順② 学年主任は各クラスのアンケートに目を通し、必要に応じて管理職・学校生担に報告と相

談をする。（期限：アンケート実施日翌日までに） 

手順③ 学年で対応し、管理職・学校生担に報告する。 

 

対応① 

アンケートにが番号等記入があった場合 

速やかに当該生徒を呼び、複数の教員で事情を

聞く。同時に、周りの生徒からも情報を収集し、

実態をつかむ。 

 

対応② 

アンケート無記名の場合 

速やかに当該生徒を呼び、アンケートを読ん

だ旨は告げずに、他の状況から核心に迫るよ

う事情を聞く。 

いじめられていると告白した場合、周りの生

徒からも情報を収集し、実態をつかむ。 

 

「いじめ」と認定される事案だったら… 

①速やかに「いじめ対策会議」を開き、学年だけでなく学校全体で対処する。 

②当該生徒の意向を聞きつつ、保護者と連携しながら対処する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のあり方 

Ａ いじめた側に対して 

いじめてしまった思いを受けとめながら、いじめは絶対にしてはいけないということを指導す

る。 

Ｂ いじめられていた生徒に対して 

教員だけでなく、ＳＣや心の相談員、外部機関も含めて、複数の相談窓口があることは、本人に

も保護者にも通知する。 

Ｃ いじめに気づいている生徒に対して 

いじめに気づいていた生徒に対していじめに気づいたときには、いじめの状況・その生徒の立場

によって、次のいずれかの方法でいじめに対処するよう指導する。 

①いじめている側に対して注意し、いじめをやめさせるための具体的行動をとる。 

②直接注意ができない場合は、先生にいじめがあることを伝え、止めてもらう。 

③自らへの被害を考え、先生に伝えられない場合は、いじめの応援者・傍観者とならないようそ

の場を離れる。 

 

指導が終わったら… 

①引き続き、いじめた側、いじめられた側双方の動きに注意する。 

②双方の保護者とも連絡を取り合い、その後の生活を支援していく。 

③アンケートは、その学年が卒業してから５年間、校長室の「生徒支援部」のキャビネットに保

管する。その際、アンケート後にとった対応の記録を、対応した教員がまとめ、アンケートとと

もに保管する。（教育相談アンケートも同様） 

 


